
◎基本情報

主

副

○ 対象 ● 対象外 ○ 対象 ● 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

● 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ● 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 160,422 324,320 281,883 323,600

事業費

の内訳

令和3年度決算

観光関連団体、コンソーシアムともに上限２０，０００千円、補助率９／１０、採択件数：１６件

令和4年度予算

観光関連団体、コンソーシアムともに上限２０，０００千円、補助率９／１０、想定件数：１６件

人工 0.6 0.6 0.6 0.5

人件費 4,320 4,320 4,320 3,600

事業費 156,102 320,000 277,563 320,000

うち特定財源 156,102 320,000 277,563 320,000

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

他都市の状況

実施結果

２５の事業者から申請があり、このうち１６件を採択し、観光需要回復につながる様々な事業を実施した。

事業実施における
工夫点

新型コロナウイルス感染症対策を徹底するため、事業者と密に連携を取りながら各事業を実施した。

対象者 来札観光客 開始 0 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

来札観光客（特に国内）の早期回復

長期

早期回復が目的のため長期目的は無し

取組内容

新型コロナウイルス感染症の影響により観光需要が減少している状況から早期回復を図るため、観光関連団体
や民間事業者等の連携による多様な取組を誘発することを目的とした観光需要回復に資する事業を公募し、審査
の結果、事業目的に合致すると認められる事業に対して、補助金を交付する。

【補助スキーム】
申請事業者区分に応じて、以下のとおりとする。
・観光関連団体（上限２０，０００千円、補助率９／１０）

211-2376

施策名
－

アクションプラン 戦略ビジョン

事業名 観光需要回復支援補助金

評価担当課
所属名 経）観光・ＭＩ　観光・ＭＩＣＥ

課長名 西田 担当者名 新谷 電話番号

事業評価調書

年度 令和3年 会計コード 10 一般 事業コード 38525



◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外 □ 回答 □ 反映

○ A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ○ 現状維持 ● 休止・廃止

○ 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ● その他

千
円

今回の評価

評価の理由
各事業の取組により多様な観光客ニーズを捉え、来札観光客の満足度及び需要回復に貢献することが出来
た。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

令和５年度は事業を実施しない

予算
令和５年度は事業を実施しない

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

令和４年度で終了のためなし

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

経済波及効果を高めるため、補助対象者を観光関連団体やコンソーシアムにすることで加盟企
業等が連携し合って、事業を広く展開することが出来た。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

様々な切り口の需要回復事業を実施することにより、多様な観光客ニーズを捉え、来札観光客の
満足度及び需要回復に貢献している。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

新型コロナウイルス感染症の影響による観光需要減少からの早期回復を図り、来札観光客の誘
致促進や満足度の向上に貢献している。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

旅行の個人化・多様化に伴うニーズに対応するためには、様々な切り口の事業を実施することが
必要であり、より高い事業効果を上げるための事業規模としては適切であると考える。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

16

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 実施事業数

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

10 16 16


